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【動機】

ニンヒドリン反応において、加温直後から、ルーエマン紫に由来する呈色を視認できる瞬間まで
の時間を「呈色時間」と定義し、この時間に着目した。呈色時間は、アミノ酸の種類や濃度に依
存すると予想し、この呈色時間からアミノ酸を定量する方法の開発を目指した。

【方法】

A.アミノ酸の種類を変化させ、その呈色時間をそれぞれ測定して比較した。B.ルーエマン紫の生
成速度を、吸光度（570nm）の上昇速度に置き換えて考えた。加温によって液温は変化するため
、吸光度の上昇速度Vは液温Tの関数V(T)で表せる。加温直後から呈色時刻までV(T)を積分し、生
成したルーエマン紫の呈色を視認できる吸光度の基準値と等式で結び、アミノ酸を定量する理論
を構築した。

【結果】

A.呈色時間は、アミノ酸の種類に対して異なる値を示した。B.複数のニンヒドリン反応温度にお
いて測定した、反応時間に対する吸光度の変化率の実験値を用いたアレニウス・プロットから、
吸光度の上昇速度式が定まった。事前に測定した液温の変化のデータを、吸光度の上昇速度式に
反映させて、呈色時間からアミノ酸溶液濃度を算出できた。

【まとめ】

A.アミノ酸溶液濃度が既知の場合、呈色時間からアミノ酸を識別できる。B.呈色時間の測定だけ
で、吸光度（570nm）の上昇速度式を利用して、アミノ酸を定量できる。また、この理論によっ
て算出したアミノ酸溶液濃度は、検証に用いた複数の種類のアミノ酸に対して、広域に及ぶアミ
ノ酸標準溶液濃度において近い値を示した。

【展望】



本研究で見出したアミノ酸の定量法は、呈色を視認できるまでの時間に着目し、加温によって変
化するルーエマン紫の生成速度を活用している点で、既存の方法とは異なる。現在、アミノ酸の
定量分析は、特に、タンパク質のアミノ酸組成分析においても重要な位置を占める。私たちの開
発した定量法は、溶液を加温して、呈色時間を測定するだけで、短時間でアミノ酸を定量でき、
今後、様々な分野で活用できる期待が持てる。
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